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内
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い
さ
さ
か
、
告
白
的
な
始
ま
り
で
恐
縮
だ

が
、
僕
の
職
業
は
T
V
C
M
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
、特
に
、遊
園
地
関
係
の
C
M
を
多
く
作
っ

て
き
た
。
奈
良
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
生
駒
山

上
遊
園
地
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ラ
ン
ド
、
エ

キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
、
宝
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
、

あ
や
め
池
遊
園
地
…
し
か
し
、
僕
の
せ
い
だ

と
は
思
わ
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
、
関
わ
っ

た
遊
園
地
の
ほ
と
ん
ど
が
閉
鎖
し
て
し
ま
っ

た
。
今
で
は
、
枚
方
パ
ー
ク
、
生
駒
山
上
遊

園
地
、
U
S
J
の
三
カ
所
だ
け
…
実
に
さ
み

し
い
。

そ
こ
で
、
わ
が
吹
田
の
話
へ
。「
昔
、
千

里
山
に
遊
園
地
が
あ
っ
た
」と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
場
所
は
、
今
の
関
西
大
学
の
辺
り
…

ら
し
い
。
だ
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
ん

な
時
は
現
地
に
行
く
し
か
な
い
と
、
関
西
大

学
に
取
材
を
申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
、「
だ

い
た
い
の
場
所
は
分
か
る
程
度
で
、
痕
跡
は
、

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
」と
い
う
返
事
。

「
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
い
い
で
す
か
ら
」と

半
ば
強
引
に
関
西
大
学
へ
押
し
か
け
た
。
さ

て
、
そ
こ
で
、
見
え
て
き
た
も
の
は
…
今
回

は
幻
の「
千
里
山
遊
園
地
」へ
の
、
さ
さ
や
か

な
ト
リ
ッ
プ
で
あ
る
。
　
　 （
新
山
ひ
ろ
し
）

阪
急
千
里
線
の「
関
大
前
」駅
を
降
り
て
、

関
西
大
学
博
物
館
を
め
ざ
す
。
こ
こ
は
、
建

築
家
の
村
野
藤
吾
氏
の
取
材
で
、
一
度
、
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
っ
そ
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
が
、
学
芸
員
の
熊
博
毅
さ

ん
は「
最
初
は
、
千
里
山
花
壇
と
い
う
名
前

で
…
関
大
の
歴
史
と
し
て
研
究
し
て
い
る
の

で
す
が
、
何
も
残
っ
て
な
い
ん
で
す
。」と

お
っ
し
ゃ
る
。

と
は
言
え
、
熊
さ
ん
は
遊
園
地
の
歴
史

を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
方
で
、「
関
西
大
学

ト
リ
ビ
ア
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ユ
ニ
ー
ク

な
講
演
も
さ
れ
て
い
る
。「
千
里
山
遊
園
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
要
約
し
て
み
よ
う
。

「
千
里
山
花
壇
」は
、
大
正
9
年
、
北
大

阪
電
鉄（
今
の
京
阪
電
鉄
）が
、
現
在
の
第

一
高
等
学
校
・
中
学
校
の
辺
り
に
創
設
し
た
。

当
時
は「
ひ
ら
か
た
遊
園
」と
共
に
人
気
が

あ
っ
た
が
、
大
正
12
年
に
経
営
が
新
京
阪

鉄
道（
今
の
阪
急
）に
移
り
、音
楽
室
、飛
行
塔
、

猿
舎
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
華
や
か
に
な
っ

た
。そ
の
後
、昭
和
13
年
に「
千
里
山
遊
園
地
」

と
改
称
。
昭
和
18
年
、
戦
時
中
は
、
時
局

に
合
わ
せ
て「
千
里
山
厚
生
園
」と
名
前
を

変
え
、
20
年
に
は
軍
事
物
資
の
貯
蔵
所
と

な
り
遊
園
地
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
戦
後
21
年

に
再
開
し
、「
ひ
ら
か
た
遊
園
」に
代
わ
っ
て
、

菊
人
形
も
開
催
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は

大
ま
か
な
歴
史
は
理
解
で
き
た
が
、
な

に
か
、
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。

熊
学
芸
員
は「
こ
の
遊
園
地
を
め
ぐ
っ
て

は
、
電
鉄
の
問
題
が
か
ら
み
ま
す
。
大
正
10

年
4
月
に
十
三
〜
豊
津
間
で
開
業
し
て
住
宅

開
発
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
10
月
に

千
里
山
駅
ま
で
延
伸
し
て
、
さ
ら
に
旅
客
誘

致
を
勧
め
る
た
め
に
遊
園
地
を
作
り
ま
し

た
」と
語
る
。
な
る
ほ
ど
、「
千
里
山
花
壇
」は
、

電
鉄
の
旅
客
誘
致
の
策
と
し
て
造
ら
れ
た
の

か
。
宝
塚
と
同
じ
発
想
だ
な
あ
。
阪
神
電
鉄

の「
香
櫨
園
」が
明
治
41
年
頃
、「
枚
方
パ
ー

ク
」は
大
正
元
年
、「
宝
塚
歌
劇
」は
大
正
3
年
、

「
千
里
山
花
壇
」は
大
正
9
年
だ
か
ら
、
関
西

で
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
造
ら
れ
た
遊
園

地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
昭
和
3
年
の
新

京
阪
鉄
道
が
発
行
し
た
冊
子『
沿
線
案
内
』

に
よ
れ
ば「
大
阪
近
郊
の
数
多
い
遊
園
地
の

中
に
あ
っ
て
、
種
々
の
都
会
的
条
件
を
具
備

し
て
い
る
の
は
、
千
里
山
だ
け
で
あ
る
。
夕

食
を
済
ま
せ
て
10
分
あ
れ
ば
、
こ
の
マ
ジ
ッ

ク
ラ
ン
ド
に
行
け
る
」と
あ
り
、「
春
は
梅
・

桃
・
桜
、
夏
は
納
涼
興
行
、
秋
は
菊
花
壇
…
」

と
歌
い
上
げ
る
。
都
会
的
な
セ
ン
ス
と
同
時

に
、
春
夏
秋
冬
、
家
族
向
き
の
観
光
地
で
も

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
千
里
山
遊
園
」の
古
い
絵

葉
書
を
見
て
い
て
驚
い
た
の
だ
が
、「
千
里

山
遊
園
」の「
飛
行
塔
」は
、
僕
が
撮
影
し
た

こ
と
が
あ
る「
生
駒
山
上
遊
園
地
」の
飛
行

塔
と
よ
く
似
て
い
る
。
も
し
か
し
て
同
じ
も

の
か
も
知
れ
な
い
。
生
駒
の
飛
行
塔
は
、
昭

和
4
年
の
開
園
時
に
土
井
万
蔵
と
い
う
天
才

的
な
技
術
者
が
造
っ
た
も
の
で
、
調
べ
て
み

る
と
、「
千
里
山
遊
園
」の
飛
行
塔
も
、
土
井

万
蔵
作
だ
っ
た
。
実
に
独
創
的
な
飛
行
塔
で
、

最
初
見
た
と
き
、
僕
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ

の
機
構
を
説
明
し
て
み
た
い
。
飛
行
塔
の
中

心
軸
は
、
中
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い

て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
下
に
あ
る
時
は
、
飛

行
機
は
上
に
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
上
昇

す
れ
ば
、
飛
行
機
が
地
上
ま
で
降
り
て
く
る
。

地
上
で
乗
客
を
乗
せ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
下

ろ
す
と
、
飛
行
機
が
上
が
る
。
上
り
き
っ
た

と
こ
ろ
で
回
転
が
始
ま
る
。
回
転
が
始
ま
る

と
遠
心
力
で
ヒ
コ
ー
キ
が
空
を
飛
ぶ
。
電
気

を
使
わ
な
い
仕
掛
け
で
あ
る
。
一
般
客
は
乗

せ
な
い
が
、
僕
ら
は
取
材
班
と
い
う
こ
と
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
上
の
展

さ
て
、
関
西
大
学
博
物
館
で
資
料
を
撮

影
し
た
り
、
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
、「
千
里
山
遊
園
」の
イ
メ
ー
ジ
が
よ

う
や
く
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

次
は
実
際
に
、
千
里
山
花
壇
の
入
口
だ
っ

た
関
大
一
高
ま
で
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。
一
高
の
入
口
は
、
す
ぐ
に
丘
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
が「
千
里
山
」の
原
像
な
の
だ
。

学
園
の
中
に
入
る
の
は
遠
慮
し
て
、
周
囲

を
歩
く
こ
と
に
す
る
。
真
ん
前
に
阪
急
千

里
線
が
走
っ
て
お
り
、
踏
切
が
あ
っ
た
。

そ
の
踏
切
に
は
、
な
ん
と「
花
壇
踏
切
道
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
が「
千
里
山
花
壇
」

の
入
口
で
あ
り「
花
壇
前
」駅
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
だ
。
ち
な
み
に
、
こ
の「
花
壇
前
」駅

の
名
前
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。「
花

壇
前
」駅
↓「
千
里
山
遊
園
」駅
↓「
千
里
山

厚
生
園
」駅
↓「
女
学
院
前
」駅
↓「
花
壇
町
」

駅
。「
女
学
院
前
」駅
と
い
う
の
は
、
千
里
山

遊
園
が
廃
止
さ
れ
て
、
そ
の
跡
地
に
堺
の
女

学
校
が
移
っ
て
来
る
予
定
だ
っ
た
か
ら
。
結

局
、
女
学
院
は
移
転
し
て
こ
ず
、
関
西
大
学

が
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
、「
女
学
院
前
」駅

は
幻
と
な
っ
た
。
ト
リ
ビ
ア
的
に
言
っ
て
、

こ
の
場
所
は「
日
本
で
一
番
駅
名
が
変
わ
っ

た
駅
」で
あ
る
と
い
う
。
さ
て
、
そ
れ
以
降

は
昭
和
39
年
ま
で「
花
壇
町
」駅
が
続
い
た
。

当
時
、
北
に
あ
っ
た「
大
学
前
」駅
と「
花

壇
町
」駅
と
が
統
合
、
二
つ
の
駅
の
中
間
地

点
に
新
た
に「
関
大
前
」駅
が
設
置
さ
れ
た
。

さ
て
、
僕
は
今
、
関
大
全
体
を
見
渡
そ

う
と
、
円
山
町
の
高
台
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、「
千
里
山
花
壇
」の
飛
行
塔

が
あ
っ
た
と
い
う
、
今
の
関
大
社
会
学
部

の
学
舎
が
見
え
る
。
あ
そ
こ
に
土
井
万
蔵

の
飛
行
塔
が
ギ
シ
ギ
シ
と
音
を
立
て
て

廻
っ
て
い
た
の
だ
。

最
初
は
、
そ
れ
こ
そ
夢
物
語
だ
っ
た「
千

里
山
遊
園
」が
、
土
井
万
蔵
の
飛
行
塔
の

こ
と
や
、「
花
壇
」と
書
か
れ
た
踏
切
の
発

見
で
、
何
だ
か
と
て
も
親
し
み
の
も
て
る
、

実
感
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
C
M

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
遊
園
地
の
C
M

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
き
た
僕
に
と
っ
て
、

心
が
熱
く
な
る
体
験
で
も
あ
っ
た
。
僕
に

と
っ
て
、
遊
園
地
と
は「
夢
そ
の
も
の
」で

あ
り
、
同
時
に「
夢
に
抱
き
し
め
ら
れ
る

場
所
」だ
っ
た
。「
千
里
山
遊
園
」も
、
僕

に
と
っ
て
は
、
抱
き
し
め
て
く
れ
そ
う
な

幻
な
の
で
あ
る
。

ど
ん
ど
ん
入
園
者
が
減

少
し
て
、
昭
和
25
年
、

千
里
山
遊
園
は
廃
園
と

な
っ
た
。
閉
鎖
後
は
、

関
西
大
学
が
跡
地
を
買

い
受
け「
関
西
大
学
外
苑
」と
名
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
が
、「
千
里
山
遊
園
地
」の
歴
史
で
あ
る
。

そ
れ
が
現
在
の「
関
大
前
」駅
で
あ
る
。

望
台
か
ら
撮
影
し
た
。
ギ
シ
ギ
シ
と
鉄
が

き
し
む
音
が
し
て
ス
リ
ル
満
点
だ
っ
た
。

飛
行
塔
の
生
々
し
い
記
憶
が
蘇
り
、
何
だ

か「
千
里
山
遊
園
」が
一
気
に
身
近
な
も
の

に
思
え
て
き
た
。

最
初
は「
千
里
山
花
壇
」だ
っ
た

最
新
の
飛
行
塔
が
そ
び
え
て
い
た

「
花
壇
踏
切
道
」
を
発
見

「
遊
園
地
」
と
は
、

夢
に
抱
き
し
め
ら
れ
る
場
所
！

都
会
的
な
セ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
る

遊
園
地
だ
っ
た
！

む
か
し
、千
里
に
遊
園
地
が
あ
っ
た
？
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関西大学博物館の学芸員・熊博
毅さん
「関西大学トリビア」というテー
マで執筆・講演をしておられる。

生駒山上遊園地の飛行塔
昭和4年、開園時に土井万蔵が製
作。千里山遊園の飛行塔と同形、
もしくは、似通ったものである。

現在の関西大学。飛行塔は社会学部校舎の高台

「花壇踏切道」。ここが、「花壇町」駅であり、「千里山花壇」の入口
である

「千里山花壇」のポスター
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